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第１章 計画の基本事項 

 

１. 計画の策定について 

（１） 計画策定の趣旨 

「生涯学習」という言葉は，一般には，人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学

校教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活

動，企業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。 

教育基本法第３条においては、生涯学習の理念として、「国民一人一人が、自己の人格を

磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あら

ゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現

が図られなければならない。」とされており、「生涯学習の理念」として、生涯学習社会の

実現に努めることが規定されています。 

 

我が国では本格的な少子高齢化、人口減少社会の到来をはじめ、グローバル化、情報化

の急激な進展等、社会情勢が著しく変化しています。 

また、前計画の期間中には新型コロナウイルス感染症の拡大により、家族の在り方の変

化や近隣関係の弱まり、生活様式の多様化などによる地域社会における人と人とのつなが

りの希薄化が加速しました。 

 

生涯学習は、個人の学びを促すだけでなく、地域社会における「つながり」を強化する

役割もあります。学びを通じて、人々が交流し、互いに学びあうことは、地域の一体的な

「まちづくり」につながります。 

 

これまで本市では、平成 30（2018）年に「清須市生涯学習推進計画」を策定し、令和２

（2020）年に中間見直しを行い、生涯学習社会の実現に向けて各種施策を推進してきまし

た。 

こうした中、前計画の期間が終了するにあたり、本市における生涯学習社会の実現に向

けた取組を継続し、施策を総合的かつ計画的に推進するために「清須市生涯学習推進計画

（第２期）」を策定します。 
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（２） 計画の位置づけ 

計画の策定にあたっては、国や県の動向を踏まえるとともに、本市の最上位計画である

「清須市第３次総合計画」や教育、福祉、男女共同参画等の各種施策との整合性を図りま

す。 

 計画名 

国 「第４期教育振興基本計画」 

愛知県 「第３期愛知県生涯学習推進計画」 

清須市 

「清須市第３次総合計画」 

「清須市まち・ひと・しごと総合戦略●●-●●」 

「第２次清須市男女共同参画プラン」 

「清須市障害者基本計画」 

「清須市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画」 

「清須市教育大綱」 

「清須市教育委員会基本方針」 

（３） 計画の期間 

「清須市生涯学習推進計画（第２期）」の期間は令和７（2025）年度から令和 16

（2034）年の 10年間とします。 

中間年度である令和 11（2029）年度に中間見直しを行います。 

R7 

2025 

R8 

2026 

R9 

2027 

R10 

2028 

R11 

2029 

R12 

2030 

R13 

2031 

R14 

2032 
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2033 

R16 

2034 

策定          

    中間見直し      

 

  



5 

２. 社会情勢、国・県の動向 

（１） 社会情勢の変化 

① 人生 100 年時代の到来 

出生率の低下や平均寿命の延伸などにより、少子高齢化が急速に進展しています。今後

日本では、さらなる健康長寿社会を迎えることが想定され、人生 100 年時代と言われる中

で、長い人生をより充実させるためには、子どもから高齢者までライフステージごとに生

涯にわたる多様な学習の機会が重要です。 

また、社会の構造的な変容に対応するため、社会人の学び直しをはじめとする生涯学習

の必要性が増大しています。人生 100 年時代においては、「高齢者から若者まで、全ての国

民に活躍の場があり、全ての人が元気に活躍し続けられる社会、安心して暮らすことので

きる社会をつくる必要」があり、特に、社会的な課題の解決に向けて生活基盤を確かなも

のとする上で「学校教育以外の学び」の重要性が再認識されています。 

② ＶＵＣＡの時代（変動制、不確実性、複雑性、曖昧性） 

ＶＵＣＡとは、物事の不確実性が高く、将来の予測が困難な状態を指します。社会や経

済、技術の変化が急激に進む中で、将来を予測することが難しくなっています。 

このような予測不可能な環境において、持続可能な社会を築くためには、柔軟性や適応

力が求められています。個人や組織が持続的に成長するためには、絶えず学び続けること

が重要です。 

③ 情報化の急速な進展 

新型コロナウイルス感染症の流行等により、人々の学習環境やコミュニケーション環境

に大きく変化が生じました。デジタル社会の進展への対応の必要性が増大し、デジタルデ

バイドの解消や、国民全体のデジタルリテラシー向上が喫緊の課題となっています。 

これらの情報化の急激な進展により、従来の教室や書籍での学び加え、オンラインでの

学習や、モバイルアプリ等を活用した学習が進んでいます。場所や時間にとらわれず、自

身のペースで学ぶことが可能となるとともに、オンライン上での交流も広がり、多様な興

味や趣味を持つ人の豊かな交流が期待できます。 

④ 社会やライフスタイルの変化等による、つながりの希薄化 

家族の在り方の変化や近隣関係の弱まり、生活様式の多様化などによる地域社会におけ

る人と人とのつながりの希薄化は、家庭や地域での教育力の低下につながっています。個

人の学びを地域に還元し、交流を通じて相互に学び合う機会を創出することや、地域、学

校、市が協力し、地域の歴史・文化を次世代に伝えていくための取り組みの強化が必要で

す。また、貧困の状況にある子ども、外国人、障害のある方やその家族、社会的に孤立し

がちな若者や高齢者など、 困難な立場に置かれている人々などに関する課題が顕在化・多

様化していることにより、社会的包摂と、その実現を支える地域コミュニティが一層重要

とされています。  
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（２） 国の動向 

① 「第４期教育振興基本計画」の閣議決定（令和５年６月１６日） 

教育振興基本計画は、教育基本法に示された理念の実現と、我が国の教育振興に関する

施策の総合的・計画的な推進を図るために策定する計画です。 

第４期教育振興計画においては、2040 年以降の社会を見据えた教育政策のコンセプトと

して「持続可能な社会の作り手の育成」及び「日本社会に根ざしたウェルビーイングの向

上」を掲げ、５つの基本方針と 16の教育政策の目標が示されています。 

【５つの基本方針】 

· グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 

· 誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育の推

進 

· 地域や家庭でともに学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 

· 教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進 

· 計画の実効性確保のための基盤整備・対話 

② 「第１１期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理」（令和４年８月） 

生涯学習が果たしうる役割として、「職業や生活に必要な知識を身につけ自己実現を図る

ためのものとし、他者との学び合い・教え合いにより豊かな学びにつながるもの」、社会教

育の役割として「学びを通じて「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の循環を生

み、持続的な地域コミュニティを支える基盤となるもの」としています。 

人生 100 年時代・ＶＵＣＡの時代においては、こうした従来の役割に加え、「ウェルビー

イングの実現」、「社会的包摂の実現」、「デジタル社会への対応」、「地域コミュニティの基

盤」が重要であると示されています。 

（３） 県の動向 

① 「第３期愛知県生涯学習推進計画」の策定(令和５年３月) 

第２期愛知県生涯学習推進計画の基本理念「自己を高め、地域とつながり、未来を築く

生涯学習社会」を継承しつつ、未曽有の少子高齢・人口減少社会、人生 100 年時代の到

来、貧困と格差の問題、家庭教育の困難化、情報環境の変化、社会のつながりの希薄化な

ど、生涯学習を取り巻く社会経済情勢の変化に対応することを目的とし策定されました。 

３つの柱「自己を高め、豊かに生きる生涯学習」、「人をつなぎ、地域をつくる生涯学

習」、「未来を築く生涯学習」を基に生涯学習施策を展開し、「３つの柱を支える生涯学習推

進体制づくり」に取り組むこととされています。 
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第２章 清須市の生涯学習を取り巻く状況 

 

１. 清須市の概要 

（１） 位置・面積等 

清須市は、愛知県西部、尾張平野のほぼ中央に位置し、南部は名古屋市に隣接していま

す。また、北部は北名古屋市、一宮市及び稲沢市に接し、東部は名古屋市に、西部はあま

市に接しています。 

面積は、1,735ha で、東西約 5.5km、南北約 8.0km の広がりをもち、愛知県の面積の

0.34％にあたります。 

地形は比較的平坦で、庄内川の下流域にあり、ほとんどの地域が海抜 10m 未満となって

います。また、庄内川のほかには新川、五条川などの河川が流れ、豊かな水辺環境に恵ま

れ、四季折々の風景を楽しむこ

とができます。 

交通は広域の利便性に恵ま

れ、JR 東海道本線、名鉄名古屋

本線・犬山線・津島線及び東海

交通事業城北線の鉄道網のほ

か、名古屋第二環状自動車道、

名古屋高速 6 号清須線、16 号一

宮線、国道 22 号、国道 302 号な

どの道路網により周辺都市との

連携が図られています。 

 

（２） まちのあゆみ 

明治 13（1880）年、春日井郡が東西の二郡に分かれて西春日井郡が誕生した後、西春日

井郡内の町村で合併が繰り返されてきました。 

明治 22（1889）年、下小田井村、小場塚新田村の合併により西枇杷島町が誕生しまし

た。明治 22 年町制施行により清洲町が誕生し、明治 39 年（1906 年）朝田村、一場村と合

併した後、昭和 18（1943）年までに大里村や甚目寺町の一部と合併しました。 

明治 22（1889）年、下之郷村、落合村が合併し、春日村が誕生し、平成 2（1990 年）町

制が施行され春日町となりました。明治 39（1906）年、桃栄町、新川町、寺野村、阿原村

が合併し、新川町となりました。 

そして、平成 17（2005）年 7 月 7 日に西枇杷島町、清洲町、新川町が合併して清須市が

誕生しました。平成 21（2009）年 10月 1 日、清須市と春日町が合併し、現在に至りま

す。  
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２. 人口 

（１） 清須市の人口推移 

総人口は令和２（2020）年に 67,352 人となっており、増加傾向にあります。人口推計で

は、令和７（2025）年までは増加傾向にありますが、令和７（2025）年をピークに、徐々

に減少していくことが予想されます。 

年少人口（０～14 歳）は、平成 12（2000）年から令和２（2020）年まで減少しており、

令和７（2025）年以降の推計値でもこの減少傾向が続くと予測されています。 

生産年齢人口は、ほぼ横ばいで推移しており、令和７（2025）年以降も横ばいの状況が

予測されています。 

一方、老年人口は平成 12（2000）年から令和２（2020）年にかけて大幅に増加してお

り、令和７（2025）年以降の推計値でも増加傾向が続くと予測されています。 

出典：実績値は「国勢調査」、 推計値は「国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（令和５年推計）」 

出典：実績値は「国勢調査」、 推計値は「国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（令和５年推計）」 
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（２） 世帯数の推移 

世帯数は令和２（2020）年に 28,907 人となっており、平成 12（2000）年から継続して

増加傾向にあります。一方、１世帯あたりの人員数は年々減少傾向にあり、令和２年

（2020）年には 2.29 人でした。 

世帯構成の変化では、核家族世帯は平成 12（2000）年には全世帯の 61.3％を占めていま

したが、令和２年（2020）年には 54.9％に減少しています。また、単独世帯は令和２

（2020）年には 37.6％となっており、平成 12（2000）年と比較すると 14 ポイントほど増

加しています。 

高齢者の一人暮らしや若い世代の独立志向の強まり、未婚率の上昇などが影響している

と考えられます。 

 
出典：国勢調査 

出典：国勢調査 
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３. 生涯学習関連施設の利用状況 

（１） 社会教育施設の状況 

本市には市民の生涯学習活動の拠点として清須市民センター（中央公民館）や春井公民

館、西枇杷島勤労福祉会館（にしびさわやかプラザ）があります。また、子どもから高齢

者までの幅広い世代の市民が気軽に読書を楽しむことができる場所として、清須市立図書

館、芸術活動の場としてはるひ美術館があります。 

令和元（2019）年までは、全ての施設において安定した利用者数を記録しましたが、令

和２（2020）年以降、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休館により、

利用者数が減少しています。しかし、はるひ美術館は企画展が好評であったため、利用者

数が増加しました。 

令和４（2022）年以降は、利用者数に若干の回復が見られ、春日公民館を除く３施設に

おいては令和５（2023）年には新型コロナウイルス感染症流行前のほぼ同水準にまで回復

をしています。 

 

資料：生涯学習課 
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（２） 図書館の状況 

利用者数は令和元（2019）年までは、全ての施設において安定した利用者数を記録しま

したが、令和２（2020）年には、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休

館により、利用者数が減少しました。 

令和３（2021）年以降は、利用者数に若干の回復が見られ、令和５（2023）年には新型

コロナウイルス感染症流行前を超える利用者数を記録しました。 

蔵書数合計は令和元（2019）年以降、増加しています。 

 

（３） 文化財•史跡の状況 

清須市では、東海地方屈指の弥生遺跡である朝日遺跡をはじめとする各種文化財を有し

ています。また、西枇杷島町山車保存会などと連携し、地域の伝統文化である山車の保

存・継承に取り組んでいます。 

清須市歴史資料展示室では、弥生時代から戦国時代を経て現代に至るまでの清須の歴史

に関する展示を行っており、西枇杷島問屋記念館では、旧山田九左衛門家住宅を現在の場

所に移築復元し、江戸時代の青物問屋の商いと当時の暮らしの様子を再現しています。 

平成 30 年、新たに清洲城下町遺跡出土箍締めこけら経が市指定文化財に指定されまし

た。現在、本市内の指定文化財は国指定１件、県指定３件、市指定 29 件、国有形登録文化

財１件、計 34 件となっています。また、埋蔵文化財包蔵地は 12か所となっています。 
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（４） スポーツ施設の状況 

清須市には、公民館や体育館、野球場、ソフトボール場、テニスコート、スポーツ広場

などのスポーツ施設があり、市民のスポーツ活動の拠点となっています。大型複合スポー

ツ施設である清洲勤労福祉会館（アルコ清洲）、新川地域文化広場（カルチバ新川）で

は、スポーツクラブが設けられており、市民の健康増進及びスポーツの推進を行っていま

す。 

令和元（2019）年までは、安定した利用者数を記録しましたが、令和２（2020）年以

降、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休館により、利用者数が減少し

ています。 

令和３（2021）年以降は、利用者数に回復が見られ、令和５（2023）年には新型コロナ

ウイルス感染症流行前のほぼ同水準にまで回復をしています。 

 

  

296,867

100,119

118,548

254,671

282,142

95,673

51,730
74,005

98,073 99,037

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

R1

（201９年）

R2

（2020年）

R3

（2021年）

R4

（2022年）

R5

（2023年）

（人）

スポーツ施設の利用者数の推移
（清州勤労福祉会館、新川地域文化広場）

清洲勤労福祉会館（アルコ清洲） 新川地域文化広場（カルチバ新川）



13 

４. 前期計画の施策内容と評価 

（１） 前期計画の施策内容 

本市では、平成 30（2018）年に「清須市生涯学習推進計画」を策定し、「誰もが生涯にわ

たって学び続けられ、個性を育むまち、きよす」という基本理念を掲げ、３つの基本目標

に基づき施策を展開してきました。 

基本目標１ 市民の自主的な学びを活性化するために 

施策 取り組み 

１. 生涯学習活動を活

性化するために 

（１） 生涯学習に関する啓発と情報発信 

（２） 生涯学習を学ぶ場の提供 

（３） 生涯学習に関わる団体への支援・育成 

（４） 利用しやすい図書館づくり 

（５） 読書活動を推進するための取り組み 

２. 文化芸術活動を活

性化するために 

（１） 文化芸術活動の啓発と情報発信 

（２） 文化芸術に触れる場の提供 

（３） 文化芸術活動に関わる団体への支援 

（４） 魅力ある美術館づくり 

３. 文化を継承するた

めに 

（１） 地域の歴史・文化財保護の啓発と情報発信 

（２） 文化財の保護 

（３） 歴史資料の公開・展示 

（４） 朝日遺跡、あいち朝日遺跡ミュージアムの啓発と情報発信 

（５） 市内を流れる河川の周知 

（６） 指定文化財の修理等への支援 

４. スポーツ活動を活

性化するために 

（１） スポーツ・レクリエーション活動の啓発と情報発信 

（２） スポーツイベントの開催 

（３） スポーツ活動に関わる団体への支援 

５. 国際交流活動を活

性化するために 

（１） 国際理解の啓発と情報発信 

（２） 国際交流の場の提供 

（３） 国際交流活動を行う団体への支援 

基本目標２ 誰もが活躍できる社会を実現するために 

施策 取り組み 

１. 男女共同参画社会

を実現するために 

（１） 男女共同参画社会の啓発と情報発信 

（２） 女性リーダーの育成 

（３） 女性の社会参加等を推進する団体への支援 

２. 青少年も活躍でき

る社会を実現する

ために 

（１） 家庭教育の啓発と情報発信 

（２） 学校・家庭・地域の連携強化 

（３） 青少年健全育成に係る行事の開催 

（４） 青少年健全育成活動を行う団体への支援 
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基本目標３ 生涯学習を推進するために 

施策 

（１） 生涯学習関連施設の適切な管理・運営 

（２） 生涯学習を推進する体制の整備 

（３） 行政と市民の協働による生涯学習の推進 
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（２） 前期計画の評価 

前期計画の策定後から、これまで進めてきた施策・事業の推進状況を整理します。 

基本目標１ 市民の自主的な学びを活性化するために 

施策 取組内容・今後の課題 

１. 生涯学習活動を活

性化するために 

【取組内容】 

· 市民の生涯学習活動推進のため、生涯学習講座や子ども向けのサタデー

キッズクラブ等の効率的な事業運営を行ってきました。生涯学習講座の

終了後にアンケート調査を実施し、講座に対する評価や市民ニーズの把

握に努めています。 

· 清須市立図書館においては、幅広い世代の市民が気軽に読書を楽しむこ

とができる、利用しやすい図書館になるよう、官民学コラボによるイベ

ントや見やすくわかりやすいホームページへのリニューアル、蔵書の充

実を進めてきました。 

【今後の課題】 

· 市民のニーズを踏まえた生涯学習講座の設定や内容のより一層の充実が

必要です。また、「生涯学習人材バンク」への登録や活用など、生涯学習

を担う地域人材の確保や育成、活用を図ることで、市民の関心やニーズ

にあわせた生涯学習活動の推進を行うことが求められます。 

· 幅広い世代の市民が図書館を拠点としてコミュニケーションを深める場

となるよう、多くの市民に図書館を利用してもらうためのあらゆる取り

組みを進める必要があります。 

· 清須市立図書館、清須市はるひ美術館、はるひ夢の森公園の３つの施設

から構成される夢広場はるひにおいて、各施設が連携し、効率的かつ効

果的な事業・施設運営を行うことが重要です。 

２. 文化芸術活動を活

性化するために 

【取組内容】 

· 芸術劇場や芸能発表会、文化展、納涼盆踊りなど、市民が優れた文化芸

術にふれたり、文化芸術活動を発表する機会を設けてきました。 

· 清須市はるひ美術館においては、特色のある企画展や特別展の開催な

ど、清須市の芸術活動の拠点となっています。開館当初から開催してい

る全国公募の「はるひ絵画トリエンナーレ」は、市民の芸術に対する関

心を高め、才能ある新進作家の発掘、育成を目的として定期的に開催さ

れており、全国的にも広く知られた公募展となっています。 

【今後の課題】 

· 各種文化団体の会員の高齢化が進行しており、今後は文化活動の担い手

の不足や団体活動の縮小が懸念されています。主に若い世代や子どもに

対し、優れた文化芸術に触れる機会を積極的に提供することで、文化芸

術活動の担い手を確保、育成することが求められています。 

· 地域に根ざした芸術活動の拠点として、魅力ある美術館づくりを進め、

芸術の魅力の積極的な発信、特色のある展覧会を実施することで、文化

芸術活動の振興を図る必要があります。 

 

  

庁内調査取りまとめ中 
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施策 取組内容・今後の課題 

３. 文化を継承するた

めに 

【取組内容】 

· 清須市の財産となっている様々な文化財を保護し、後世に継承するた

め、市指定文化財への指定や、清須市立図書館内の歴史資料展示室にお

ける多様な企画展示などを行いました。また、県文化財保護室や県埋蔵

文化財センターなどの関係機関と連携し、文化財に関する講座や講演会

を開催し、市民が文化財や地域の歴史・文化に触れる機会を設けまし

た。 

· 県では、平成28 年３月に「愛知県清洲貝殻山貝塚資料館拡充整備基本

構想」を策定し、令和２年 11 月に「あいち朝日遺跡ミュージアム」が

開館しました。 

【今後の課題】 

· 高齢化の進行などにより、山車をはじめとする文化財を後世に継承する

担い手が不足しています。 

· 市民のニーズを踏まえた文化財に関する企画展示や講座、講演会の内容

のより一層の充実が必要です。また、文化財や尾張西枇杷島まつりに関

連する歴史、意義などについて学ぶ機会の充実を図ることで、担い手と

なり得る人材の確保、育成に努めることが重要です。 

· 「あいち朝日遺跡ミュージアム」の開館を受け、県と連携し施設や朝日

遺跡に関する周知・啓発を行うことで、「あいち朝日遺跡ミュージアム」

の来館や、市民の歴史・文化について学ぶきっかけとすることが重要で

す。 

４. スポーツ活動を活

性化するために 

【取組内容】 

· 年２回の清須ウォークや地区体育祭、きよすスポーツクラブによるスポ

ーツ大会などを開催してきました。 

【今後の課題】 

· 令和３年に開催予定である東京オリンピック・パラリンピックの開催に

向け、今後もスポーツへの関心が高まることが予想されます。 

· 今後は、運動やスポーツに取り組むことの重要性について啓発を行うと

ともに、市内及び近隣市のトップアスリートと協力した各種スポーツ教

室の開催、スポーツや運動を行う施設の適切な管理・運営を行う必要が

あります。 

５. 国際交流活動を活

性化するために 

【取組内容】 

· 生涯学習講座やサタデーキッズクラブ等での国際理解を深めるための講

座の実施、国際交流員を学校、保育園等に派遣し、国際理解授業や文化

の紹介をしてきました。 

【今後の課題】 

· 国際化が進行する中、国際理解の一層の促進が求められています。誰も

が多様な言葉や文化に対して関心をもち、理解を深めることで、国際交

流や外国人市民が暮らしやすいと感じる多文化共生の環境づくりにつな

げる必要があります。 

· 教育機関や生涯学習講座等において、外国の言語や文化等を学ぶ機会の

周知や内容のより一層の充実を図る必要があります。 

 

庁内調査取りまとめ中 
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基本目標２ 誰もが活躍できる社会を実現するために 

施策 取り組み 

１. 男女共同参画社会

を実現するために 

【取組内容】 

· 「清須市男女共同参画プラン（中間見直し版）」に基づき、男女共同参画

社会の実現に向けての啓発やパートナー間の暴力の根絶、女性活躍のた

めの環境づくり等を推進してきました。 

· 男女共同参画推進懇話会では、女性管理職の登用率や職員のワーク・ラ

イフ・バランス等の進捗状況を把握し、庁内の男女共同参画を推進して

います。 

【今後の課題】 

· 性別に関わらず誰もが活躍することができるよう、男女共同参画社会の

実現に向けた取り組みの推進が重要です。 

２. 青少年も活躍でき

る社会を実現する

ために 

【取組内容】 

· 平和学習や親子を対象とした生涯学習講座、サタデーキッズクラブの開

催等を通して、次代を担う青少年の健全育成を進めてきました。 

【今後の課題】 

· 核家族化の進展や地域のつながりの希薄化により、地域ぐるみで青少年

の健全育成を推進する環境づくりが難しくなっています。 

· 青少年健全育成や家庭教育支援に取り組む団体と連携を取り、青少年の

教育環境の向上を図る必要があります。 

 

基本目標３ 生涯学習を推進するために 

 施策 

生涯学習関連施設の適

切な管理・運営 

【取組内容】 

· 清洲勤労福祉会館（アルコ清洲）において、温水プール内渡り階段、更

衣室ロッカー取り換え工事を行い、誰もが使いやすく、安全な施設運営

に努めてきました。 

【今後の課題】 

· 公共施設総合管理計画に基づき、生涯学習関連施設の適切な管理・運営

を行います。 

生涯学習を推進する体

制の整備 

【取組内容】 

· 生涯学習を推進するため、連携体制の構築を進めてきました。 

【今後の課題】 

· 行政や関係機関、関係団体等との連携強化を図り、効果的かつ効率的な

生涯学習の推進が必要です。 

行政と市民の協働によ

る生涯学習の推進 

【取組内容】 

·  

【今後の課題】 

·  

 

  

庁内調査取りまとめ中 

庁内調査取りまとめ中 
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（３） 指標の達成状況 

成果指標の達成状況は次のようになっています。 

【評価】 

◎ …令和５（2023）年の現状値が目標値を達成している 

〇 …目標値に達していないが、令和元（2019）年の実績値から改善している 

△ …令和元（2019）年の実績値より後退または横ばいである 

基本目標１ 市民の自主的な学びを活性化するために 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

基本施策 1 生涯学習活動を活性化するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

市民意識調査における「生涯学習」の 

内容まで理解している人の割合 
27.9％※ 33.6％ 40.0％ 〇 

清須市立図書館の入館者数 180,434 人 182,185 人 200,000 人 〇 

図書館で開催するイベントの参加者数 5,270 人  5,500 人  

※平成 28 年度の数値 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

生涯学習講座の講座数 26 講座  26 講座  

サタデーキッズクラブの講座数 12 教室  12 教室  

図書館の蔵書数 151,069 冊 167,195 冊 152,000 冊 ◎ 

基本施策 2 文化芸術活動を活性化するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

芸術劇場の参加者数 273 人※  300 人  

はるひ美術館の入館者数 10,767 人 17,820 人 17,000 人 ◎ 

文化協会の会員数 1,370 人  1,370 人  

※平成 28 年度の数値 
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基本施策 3 文化を継承するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

文化財講演会の参加者数 69 人  150 人  

歴史資料展示室での企画展の入場者数 12,425 人  20,000 人  

 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

文化財講座の開催回数 4 回  4 回  

歴史資料展示室での企画展の開催日数 252 日  260 日  

基本施策 4 文化芸術活動を活性化するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

総合型地域スポーツクラブの会員数 292 人  500 人  

体育協会の会員数 2,349 人  2,350 人  

新川地域文化広場（カルチバ新川）滑洲

勤労福祉会館（アルコ清洲） 

春日Ｂ＆Ｇ体育館の利用者数 

425,967 人 405,436 人 430,000 人 △ 

週 1 回以上スポーツ レクリエーション 

活動を行っている市民の割合 
20.0%※  20.0%  

※平成 30 年度の数値 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

体育協会の主催大会数 23 大会  23 大会  

新川地域文化広場（カルチバ新川）．清洲

勤労福祉会館（アルコ清洲）での 

自主事業数 

91 事業  100 事業  

基本施策 5 国際交流活動を活性化させるために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

友好姉妹都市提携に基づく 

スペイン関連事業の参加者数 
122 人  140 人  

 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

学校等における 

国際理解授業の実施回数 
74 回  95 回  
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基本目標 2 誰もが活躍できる社会を実現するために 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

基本施策 1 男女共同参画社会を実現するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

男女共同参画講演会の参加者数 184 人  350 人  

市の委員会 附属機関等における 

女性委員の割合（清須市調べ） 
34.6%  40.0%  

 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

男女共同参画推進懇話会の開催回数 1 回  2 回  

基本施策 2 青少年も活躍できる社会を実現するために 

成果指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

肯少年健全育成大会の参加者数 330 人  350 人  

 

活動指標 
実績値 

令和元年度 

現状値 

令和５年度 

目標値 

令和６年度 
評価 

親子ふれあい広場の開催回数 6 回  8 回  

地域コーディネーター会議等の開催回数 1 回※  3 回  

地域コーディネーターの人数 19 人  20 人  

※平成 28 年度の数値 
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５. 生涯学習の推進に必要な視点 

社会情勢の変化や国・県の動向、清須市の生涯学習を取り巻く状況を踏まえると、生涯

学習の推進に必要な主な視点は以下のとおりです。 

社会の持続的な発展に向けた学び続ける人材の育成 

少子高齢化が急速に進展する我が国においては、出生率の低下や平均寿命の延伸などに

よりさらなる健康長寿社会を迎えることが想定されています。清須市の高齢化率は今後増

加傾向が続くと予測されており、長い人生をより充実させるためには、生涯にわたる多様

な学習の機会が必要です。 

また、社会や経済、技術の変化が急激に進む現代は、将来の予測が不可能な環境となっ

ており、柔軟性や対応力が求められます。持続可能な社会を築くためには、学び続ける人

材の育成が重要です。 

誰もがアクセスしやすい学習機会の提供 

すべての市民が学習に取り組むことができるよう、幅広いニーズに対応した学習機会の

充実や、学習をはじめるきっかけづくりが必要です。また、高齢者や外国人市民、高齢者

など、学びへのアクセスが困難な人への配慮が求められるとともに、新型コロナウイルス

の流行を契機とする情報化の進展から、いつでもどこでも学べるオンラインでの学習が進

んでいます。だれもが自分のペースで、自分に合った方法で学ぶことができる社会の実現

が求められています。 

生涯学習を通じたつながりの創出 

家族の在り方の変化、近隣関係の弱まり、生活様式の多様化などによって、地域社会に

おける人と人とのつながりが希薄になり、家庭や地域での教育力の低下を招いています。 

市民が個々の学びを地域に還元することで、生涯学習を通じた市民同士の交流がうま

れ、地域のつながりを強化し、コミュニティの絆を深めることができます。また、地域の

人々が協力して学ぶことで、生涯学習を通じて豊かな地域づくりの実現が期待できます。 

利用しやすい生涯学習施設の整備 

市民の生涯学習を支える施設として、市内には社会教育施設や社会体育施設が数多くあ

ります。利用者推移においては、新型コロナウイルス流行により利用者数の低下がみられ

たものの、令和５年においては流行前のほぼ同水準にまで回復をしています。市民アンケ

ート調査においては、生涯学習をより活発にするために市が特に力を入れるべきこととし

て「生涯学習関連施設などにおけるサービスの充実」の回答が多いことから、生涯学習施

設のさらなる利用を推進する取り組みが求められています。  
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第３章 計画の基本的な考え方 

 

１. 基本理念 

本市では、これまで「誰もが生涯にわたって学び続けられ、個性を育むまち、きよす」

を基本理念に、市民誰もが生涯学習活動に取り組むことができる都市を目指し、市民一人

ひとりの個性が生涯学習によって成長することができるよう、さまざまな施策に取り組ん

できました。 

 

一方で、生涯学習を取り巻く社会情勢や政策動向は大きく変化し、特に、前計画の期間

中には新型コロナウイルス感染症の拡大により、家族の在り方の変化や近隣関係の弱ま

り、生活様式の多様化などによる地域社会における人と人とのつながりの希薄化が加速し

ました。 

 

生涯学習は、個人の学びを促すだけでなく、地域社会における「つながり」を強化する

役割もあります。学びを通じて、人々が交流し、互いに学びあうことは、地域の一体的な

「まちづくり」につながります。 

 

そのため「清須市生涯学習推進計画（第２期）」においては、個々の学びがつながり、そ

れがやがて大きな輪となり、清須市全体に広がることをめざして「個性を育み、学びでつ

ながるまち、きよす」を基本理念として掲げ、生涯学習の推進に向けて取り組んでいきま

す。 

 

 

 

個性を育み、学びでつながるまち、きよす 
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２. 基本目標 

基本目標１ 自己を高める学びの充実 

市民の幅広いニーズに応じた学習機会やスポーツ・レクリエーシ

ョン活動の充実を図り、多様なライフステージ・ライフスタイルに

適した学習ができるように支援します。 

また、高齢者や外国人市民、障がいのある方など、学びへのアク

セスが難しい方々に対しても、学びやすい環境となるような取り組

みを展開します。 

 

基本目標２ 学びでつながる地域づくり 

学びを通じて人と人との交流やつながりの促進を支援し、個々の学

びを地域に還元し、地域とのつながりを生む機会を提供します。 

また、幅広い生涯学習の機会を確保するため、既存の団体への支援

を行いながら、新しい担い手の発掘と育成にも取り組みます。 

 

基本目標３ 未来へ受け継ぐ歴史・文化・芸術 

市民が気軽に文化芸術に触れられる機会を提供し、地域の歴史や文

化の保護・保存・活用に取り組むとともに、地域資源を活用した

生涯学習活動を推進します。 

地域への愛着と誇りを育み、清須市の歴史・文化・芸術を未来

へ受け継ぐ取り組みの展開に努めます。 

 

基本目標４ 学びを支える環境整備 

生涯学習講座や施設の利用情報を充実させ、市民が気軽にアクセス

できるよう工夫し、個人が学びや地域とのつながりを深めやすい

ように施設の管理・運営を適切に行います。また、多様な学習機

会を提供するために、様々な主体との連携を強化するとともに、

推進体制と進行管理体制の整備など、学びを支える環境整備を進

めます。  

まなぶ 

つながる 

うけつぐ 

ささえる 
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３. 施策体系 

本計画の施策の体系は次のとおりです。 
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第４章 施策の展開 

 

基本目標１ 自己を高める学びの充実 

施策の方向１ 多様な分野での学びの充実 

アンケート調査結果等を踏まえて現状課題を記述し、施策の方向性を作文〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

【主な施策の内容】 

① 〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

② 〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

③ 〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

アンケートグラフ 
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特徴的な事業の写真 特徴的な事業の写真 
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第５章 計画の推進 

 

１. 推進体制 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

２. 計画の進捗管理と評価 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

３. 市、市民、市民活動団体等との連携 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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資料編 

 

１. 生涯学習関連施設一覧・指定文化財一覧 

（１） 社会教育施設一覧 

施設名 建設年月 

西枇杷島会館 1971（昭和 46）年３月 

清洲市民センター（中央公民館） 1979（昭和 54）年 12 月 

朝日公民館 1980（昭和 55）年 12 月 

西枇杷島小田井公民館（にしび創造センター） 1990（平成２）年５月 

春日公民館 1991（平成３）年３月 

西枇杷島問屋記念館 1992（平成４）年３月 

清須市立図書館 1998（平成 10）年３月※ 

はるひ美術館 1999（平成 11）年３月 

西枇杷島勤労福祉会館（にしびさわやかプラザ） 2004（平成 16）年 10 月 

一場公民館 2021（令和３）年３月 

※2012（平成 24）年７月に春日保健センターを図書館として整備 
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（２） 社会体育施設一覧 

施設名 建設年月 

春日Ｂ＆Ｇ体育館 1983（昭和 58）年３月 

清洲勤労福祉会館（アルコ清洲） 1995（平成７）年４月 

新川地域文化広場（カルチバ新川） 1996（平成８）年２月 

西枇杷島野球場  

西枇杷島子ども野球場  

新川軟式野球場  

西枇杷島ソフトボール場  

新川ソフトボール場  

西枇杷島テニスコート  

浄化センターコート  

新川テニスコート  

春日テニスコート  

春日Ｂ＆Ｇテニスコート  

新清洲多目的広場  

新川多目的広場  

春日Ｂ＆Ｇ多目的運動場  

西田中グランド  

新川グランド  

春日グランド  
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（３）  清須市内の指定文化財 

種別 指定 文化財名 所在地等 

史跡 国指定 貝殻山貝塚 朝日地内 

史跡 県指定 検見塚 朝日地内 

彫刻 県指定 木造観音菩薩立像 大嶋一丁目（総見院） 

工芸 県指定 唐絹織紫衣 大嶋一丁目（総見院） 

有形文化財 国登録 柴田家住宅主屋 西枇杷島町辰新田 

有形民俗文化財 市指定 橋詰町 王義之車 西枇杷島町橋詰堤外（橋詰町集会所） 

有形民俗文化財 市指定 問屋町 頼朝車 西枇杷島町問屋（問屋町集会所） 

有形民俗文化財 市指定 東六軒町 泰亨車 西枇杷島町南六軒（東六軒町公民館） 

有形民俗文化財 市指定 西六軒町 紅塵車 西枇杷島町西六軒（西六軒町公民館） 

有形民俗文化財 市指定 杁西町 頼光車 西枇杷島町北二ツ杁 

有形民俗文化財 市指定 試楽車（山車） 朝日天王（朝日天王社） 

有形文化財 市指定 宝暦六年 問屋制札 西枇杷島町西六軒（問屋記念館内展示） 

有形文化財 市指定 文政十年 美濃路道標 西枇杷島町橋詰 

有形文化財 市指定 二松学校校名額 清須市教育委員会 

有形文化財 市指定 水野千右衛門の陳情書 寺野元町 

天然記念物 市指定 
西枇杷島小学校校庭の 

クロガネモチ 
西枇杷島町住吉（西枇杷島小学校校庭） 

有形文化財 市指定 小場塚弁財天縁起版木 西枇杷島町宮前町（小場塚公民館） 

有形文化財 市指定 三尊釈迦如来像 西枇杷島町小田井三丁目（西方寺） 

有形文化財 市指定 光明本尊像 西枇杷島町小田井三丁目（西方寺） 

有形文化財 市指定 髪繍阿弥陀如来像 西枇杷島町小田井一丁目（宝國寺） 

有形文化財 市指定 枇杷島小橋橋柱 西枇杷島町住吉（西枇杷島小学校） 

有形文化財 市指定 
問屋記念館 

（旧山田九左衛門家住宅） 
西枇杷島町西六軒（問屋記念館） 

有形文化財 市指定 問屋町 年中行事弐冊目 西枇杷島町問屋 

有形文化財 市指定 尾張藩 拝領太鼓 西枇杷島町問屋 

有形文化財 市指定 小川伝七家文書 清須市教育委員会 

有形文化財 市指定 枇杷島市場開設命令書 清須市教育委員会（教育委員会寄託） 

有形文化財 市指定 枇杷島市場規定 西枇杷島町西六軒（問屋記念館内展示） 

有形文化財 市指定 渡辺家文書 清須市教育委員会 

有形文化財 市指定 近藤家文書 清須市教育委員会 

有形文化財 市指定 五条川右岸収穫図 春日夢の森（はるひ美術館寄託） 

有形文化財 市指定 夏渓水禽図 春日夢の森（はるひ美術館寄託） 

有形文化財 市指定 朴樹小禽図 春日夢の森（はるひ美術館寄託） 
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種別 指定 文化財名 所在地等 

有形文化財 市指定 僧形合掌像（円空仏） 春日天神（栄寿院） 

有形文化財 市指定 
清洲城下町遺跡出土 

箍締めこけら経 
清須市教育委員会 

合計 文化財件数：34 件 

 

（４） 清須市内の埋蔵文化財 

文化財名 所在地等 出土遺物 

朝日遺跡 朝日地内他 弥生土器、石器、木製品、銅鐸他 

清洲城下町遺跡 清洲、朝日地内他 山茶椀、中世陶磁器、瓦他 

廻間遺跡 廻間地内他 土師器他 

松ノ木遺跡 西市場地内 弥生土器 

土田遺跡 廻間、土田地内他 弥生土器、山茶椀他 

西田中遺跡 西田中地内 弥生土器 

小田井城跡 西枇杷島町古城地内他  

外町遺跡 須ヶ口地内他 山茶椀、瓦、近世陶磁器 

白弓遺跡 春日白弓 弥生土器他 

下之郷貝塚 春日白弓 弥生土器 

地蔵越遺跡 大嶋一丁目 土師器、須恵器、灰釉陶器他 

中之郷北遺跡 春日宮重 土師器、須恵器、鉄製品、山茶碗他 

合計 埋蔵文化財包蔵地：12 か所 
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２. 清須市生涯学習推進計画策定経過 

 

開催年月日 会議名・内容 

令和６年７月８日 第１回 清須市生涯学習推進計画策定検討会 

⑴ 清須市生涯学習推進計画（第二期）の方向性について 

⑵ 清須市生涯学習推進計画（第二期）策定スケジュールの確認について 

⑶ 清須市生涯学習推進計画（第二期）市民アンケート等の確認について 

⑷ その他 

令和６年8月１日 

～８月16日 
清須市の生涯学習に関するアンケート調査 

令和６年９月 
清須市の生涯学習関係団体へのヒアリング調査 

令和６年９月 職員意識調査 

庁内ヒアリング調査 

令和６年10月４日 第２回 清須市生涯学習推進計画策定検討会 

 

 第３回 清須市生涯学習推進計画策定検討会 

 

 第４回 清須市生涯学習推進計画策定検討会 
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３. 清須市生涯学習推進計画策定検討会設置要綱 

 

清須市生涯学習推進計画策定検討会設置要綱 

（設置） 

第１条 清須市における生涯学習の推進のための基本方針及び推進計画を策定し、並びに生涯

学習に係る施策を総合的に推進するため、清須市生涯学習推進計画策定検討会（以下「検討

会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 検討会は、次に掲げる事項について検討するものとする。 

⑴ 生涯学習推進のための基本方針及び推進計画の策定に関すること。 

⑵ 生涯学習に係る施策の総合調整に関すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、生涯学習の推進に関すること。 

（組織） 

第３条 検討会は、委員１０人以内とし、次に掲げる者をもって組織する。 

⑴ 学識経験者 

⑵ 各種団体の代表者 

⑶ 前２号に掲げる者のほか教育委員会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、第２条に規定する生涯学習推進計画の策定を終了したときまでとす

る。 

（会長及び副会長） 

第５条 検討会に会長及び副会長を１人置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 検討会の会議（以下「会議」という）は、必要に応じて会長が招集する。 

２ 検討会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 会長は、会議の議長となる。 

４ 検討会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

（専門部会） 

第７条 検討会は、必要があると認めるときは、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、会長の指名する委員をもって構成する。 

（意見の聴取） 

第８条 会長は、審議のため必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を

聴くことができる。 
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（庶務） 

第９条 検討会の庶務は、生涯学習担当課において処理する。 

（その他） 

第１０条 この告示に定めるもののほか、検討会の運営について必要な事項は、会長が別に定

める。 

（会議の招集の特例） 

第１１条 委員が選任された日以後最初に開かれる会議については、第６条第１項の規定にか

かわらず、教育委員会が招集する。 

 

附 則 

この告示は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月１２日教育委員会告示第６号） 

この告示は、平成３０年４月１日から施行する。 
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４. 清須市生涯学習推進計画策定検討会委員名簿 

 

 氏名 所属団体等 

会長 大村 惠 愛知教育大学特別教授 

副会長 丹羽 裕子 社会教育委員会委員長 

委員 和田 典之 社会教育委員 

委員 冨田 友一 文化協会会長 

委員 佐藤 あつ子 女性の会会長 

委員 梶浦 重幸 体育協会会長 

委員 河合 幹雄 国際交流協会会長 

委員 □田 春美 
家庭教育支援チーム 

チームＭＯＭＯ代表 

委員 野呂 千賀子 
子育てネットワーカー 

ふゎふゎ代表 

委員 小出 明 文化財保護審議会委員長 

 


